
 

 

 

2024（令和６）年２月１日 

 

長野県知事 阿部 守一 様 

 

佐久新校創設推進協議会々長 

佐久市長 栁田 清二 

 

提  案  書 

 

平素は、県政の充実と発展に多大なご尽力を賜り、深甚なる敬意と感謝を申し上

げます。 

さて、昨年６月に発足した佐久新校創設推進協議会は、2023（令和５）年８月 10

日、課題を精査してその解決を図るため、以下の３項目について貴職あて要望書を

提出いたしました。 

〇 校地を拡幅すること 

〇 通学の利便性・安全性を確保すること 

〇 校舎を全面改築すること 

現在、佐久新校創設推進協議会が実施している小中学生および保護者・一般住民

へのアンケートからも、上記３項目の実現を望む声が多数寄せられ、関心の高さが

うかがえます。引き続き誠実なご対応をお願いする次第です。 

長野県教育委員会は現在、本年６月に予定されている基本計画の策定に向け、精

力的に新校の施設整備の検討を進めていることと拝察いたします。 

つきましては、佐久新校創設推進協議会はこうした長野県教育委員会のご尽力に

呼応し、通学する生徒及び地域住民の安全確保と防災拠点の一翼を担うという観点

から新校西側への校地拡幅を希求するとともに、いずれ課題となる野沢南高等学校

の校地、校舎の有効利用について一定の役割を果たすべきであると考え、下記のと

おり提案いたします。 

 

記 

 

１ 野沢南高等学校の校地、校舎について、有効利用が図られるよう佐久新校創設 

推進協議会として考えていきたい。 

２ 有効利用を考えるにあたっては、地元区長会はじめ地域住民及び関係する団体 

等の意向・要望に十分配慮し、佐久新校創設推進協議会として合意形成を図って 

いく。 

以上 


